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1億1,766万円増

2億6,452万円増

2億9,459万円減

4,678万円減

民生費

災害復旧費

土木費

繰入金

地方交付税

町債

（臨時財政対策債）

町民税収入

道路橋梁費

総務費

歳 出

1,055万円減

2,498万円増

2,253万円増

2,037万円増

1億 411万円増

下水道費

歳 入
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１億9,111万円を追加し、予算総額54億9,952万円となった。

議
案
審
議

議
案
審
議

国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計補補補補補補補補補補正正正正正正正正正正予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算国民健康保険特別会計補正予算国民健康保険特別会計補正予算

１億8,105万円を追加し、予算総額17億6,898万円となった。

老老老老老老老老老老人人人人人人人人人人保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計補補補補補補補補補補正正正正正正正正正正予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算老人保健特別会計補正予算老人保健特別会計補正予算

４万円を追加し、予算総額60万円となった。

後後後後後後後後後後期期期期期期期期期期高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計補補補補補補補補補補正正正正正正正正正正予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算後期高齢者医療特別会計補正予算後期高齢者医療特別会計補正予算

298万円を減額し、予算総額１億7,538万円となった。

下下下下下下下下下下水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計補補補補補補補補補補正正正正正正正正正正予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算下水道会計特別会計補正予算下水道会計特別会計補正予算
379万円を追加し、予算総額７億514万円となった。

4,575万円増

6,680万円減

基金積立金

諸支出金

国庫支出金

療養給付費交付金

県支出金

繰入金

保険税

繰越金

保険給付費

歳 出

2,675万円増

2,700万円増

1億2,610万円増

1億4,490万円増

1,940万円増

730万円増

2,989万円増
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7億6,840万円 7億4,686万円

1億6,665万円 1億6,650万円

117万円 113万円

17億9,213万円 16億4,723万円

歳 入 歳 出

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

後期高齢者医療

下 水 道 2,153万円

15万円

4万円

1億4,490万円

差 引 額

一般会計の主な指標と推移

特別会計

93.8％87.6％経常収支比率（町財政の弾力性を表示）

51.7％48.2％58.0％58.0％55.2％自 主 財 源 率（町税等の自主財源割合）

H21年度H20年度H19年度H18年度H17年度

16.1％16.5％16.6％17.1％16.0％公 債 費 率（借金返済の割合）

92.8％95.4％89.8％

建設事業費建設事業費
11.4％11.4％ 補助費等補助費等

18.0％18.0％

維持補修費0.8％維持補修費0.8％積立金等1.6％積立金等1.6％

物件費物件費
13.6％13.6％

扶助費扶助費
8.8％8.8％

繰出金繰出金
9.5％9.5％

人件費人件費
21.8％21.8％

公債費公債費
14.5％14.5％

建設事業費
11.4％ 補助費等

18.0％

維持補修費0.8％積立金等1.6％

物件費
13.6％

扶助費
8.8％

繰出金
9.5％

人件費
21.8％

公債費
14.5％

歳出
町　税町　税
42.1％42.1％

町　債町　債
8.6％8.6％

諸収入他 2.9％諸収入他 2.9％

繰入金 3.0％繰入金 3.0％ 繰越金 0.5％繰越金 0.5％

国交付金国交付金
34.5％34.5％

県支出金 5.2％県支出金 5.2％

町　税
42.1％

町　債
8.6％

分担金・負担金1.5％
使用料・手数料1.7％

諸収入他 2.9％

繰入金 3.0％ 繰越金 0.5％

国交付金
34.5％

県支出金 5.2％

6,5766,576
　　百万　　百万歳入

一般会計歳入総額 56億9,011万円、歳出総額 55億5,831万円

町債（借金）の概要 （各年度末３月31日決算）

6億 178万円5億 178万円町債元金償還額

4億8,840万円11億5,300万円4億9,381万円3億2,700万円3億1,960万円町債発行額

H21年度H20年度H19年度H18年度H17年度

25億3,396万円23億3,581万円19億7,025万円17億5,510万円13億1,050万円

68億3,947万円70億 900万円64億9,683万円66億2,320万円68億9,798万円町債残高額

6億5,793万円6億4,083万円6億2,018万円

下水道事業債残高額

一
般
会
計

基金（貯金）の概要
（財政調整基金：財政の健全な運営を図るための基金）
（減債基金：計画的な町債償還を図るための基金）
（公共施設整備基金：公共施設を整備するための基金）
（その他特定目的基金：福祉振興基金、文化および体育振興基金、下水道基金ほか）

1億3,093万円1億2,682万円減債基金

2億6,262万円2億 953万円2億 920万円2億 878万円2億 864万円財政調整基金

H21年度H20年度H19年度H18年度H17年度

公共施設整備基金

7億9,914万円8億3,722万円7億9,134万円8億 350万円8億1,694万円その他特定目的基金

21億3,266万円22億6,638万円22億6,098万円24億5,616万円26億 928万円合 計

7,431万円1億 302万円1億3,140万円

9億9,659万円11億1,661万円11億2,904万円13億1,294万円14億5,688万円

11.4％公 債 比 率

88.5％経 常 収 支 比 率

Ｈ21年度佐賀県10町平均
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第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３回回回回回回回回回回臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨時時時時時時時時時時議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会をををををををををを開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催第３回臨時議会を開催
平成22年７月６日

第３回臨時議会を開催
議案１ 公共下水道工事請負契約について

場所 基山町高島処理区
条件付き一般競争入札 応札 ８社
落札請負者 松尾建設㈱（佐賀市）
請負代金 7,875万円（消費税込）

議案２ 町有財産の売却について
場所 基山町グリーンパーク内町有地
面積 6,081㎡
売却価格 １億3,120万円
売却先 吹田市 三紀運輸㈱

平成22年 第３回臨時議会・第３回定例議会議案賛否表

棄権○○○×○○○棄権可決

○

○○○○○○○×○

平成21年度基山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算の認定について

○×○可決

○○○○○○○○○可決

○

○○○

×

池
田

実

13121110９８６５４３２１

認定

結果

○○○○○○○○○○○可決

○××

○○○○○

平
田
通
男

原

三
夫

松
石
信
男

大
山
軍
太

林

博
文

品
川
義
則

片
山
一
儀

鳥
飼
勝
美

後
藤
信
八

重
松
一
徳

大
山
勝
代

○○○×○○○○○○○×可決

第

３

回

定

例

議

会

○

○○

可決

○○○○認定
平成21年度基山町老人保健特別会計歳入歳出決算の
認定について

○○○×○○

○

○○○○○×認定
平成21年度基山町国民健康保険特別会計歳入歳出決
算の認定について

○○○○○○

○×○可決

○○○○○○×認定平成21年度基山町一般会計歳入歳出決算の認定について

○○○×○○

平成22年度基山町一般会計補正予算（第３号）

財産（建物）の取得について

町有財産の処分について

基山町公共下水道工事請負契約について

議 案

○○○○○○○×○

○○○○○○○可決平成22年度基山町下水道特別会計補正予算（第２号）

○○○×

○

○

平成22年度基山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

平成22年度基山町老人保健特別会計補正予算（第１号）

平成22年度基山町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

平成22年度基山町一般会計補正予算（第４号）

第３次国土利用計画について

基山町まちづくり基本条例の制定について

基山町放課後児童クラブ条例の一部改正について

基山町税条例の一部改正について

○○○○○○○認定
平成21年度基山町下水道特別会計歳入歳出決算の認
定について

○○

○

○○○

○

○○○○○

○

○○○○○×○可決

○

○○○○○

○○○○○○○

○

○○可決

○○○○○

○

○○○○可決

○○○

○○○

○

○○○○○○可決

○○○

○○

第
３
回
臨
時
議
会

区

分

○○○○○×可決

○○○

○○○×

○

議案３ 財産の購入について
場所 旧内山建設社屋および敷地

建物面積 1,101㎡
購入価格 3,893万円
契約者 破産管財人 松尾 弘志氏

土地面積 2,855㎡
購入価格 5,607万円
契約者 内山 雅義氏（九州債権回収㈱に振込み）
価格合計 9,500万円
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は
︑
地
方
税
法
第

条
の
規
定
に
基
づ
い
て
︑

15

処
理
し
た
も
の
で
あ
る
︒

件
の
内
訳
は
︑

49

１
号
理
由
の
本
人
死
亡
６
件
及
び
財
産
な
し

が

件
で
合
計

件
︑
第
２
号
理
由
の
生
活

27

33

困
窮
が
２
件
︑
第
３
号
理
由
の
行
方
不
明
が

件
︑
第
５
項
理
由
の
交
付
要
求
配
当
な
し

10が
４
件
で
あ
る
︒
鋭
意
徴
収
努
力
は
認
め
ら

れ
る
も
の
の
︑
不
納
欠
損
に
な
ら
な
い
よ
う

更
な
る
努
力
を
要
望
し
た
︒

不
用
額
︵
予
算
計
上
し
て
使
わ
れ
な
か
っ

た
額
︶
の
１
億
２
８
８
６
万
円
に
つ
い
て
︑

年
度
末
の
３
月
の
補
正
後
も
事
業
費
や
補
助

金
等
が
確
定
し
て
い
な
い
分
は
予
算
を
落
と

す
こ
と
は
で
き
な
い
︒
ま
た
工
事
や
委
託
な

ど
は
入
札
後
も
工
期
終
了
し
な
い
と
確
定
で

き
な
い
た
め
︑
不
用
額
は
ゼ
ロ
に
は
で
き
な

い
と
の
説
明
を
受
け
た
︒
不
用
額
は
一
方
で

経
費
節
減
等
の
執
行
部
の
努
力
の
結
果
で
あ

る
が
︑
今
後
は
他
の
事
業
に
使
え
る
予
算
と

す
る
な
ど
︑不
用
額
を
減
ら
す
よ
う
要
望
し
た
︒

今
年
度
４
月
か
ら
の
ひ
ま
わ
り
・
コ
ス
モ

ス
教
室
の
定
数
増
・
２
ク
ラ
ス
分
離
・
９
月

か
ら
の
利
用
料
金
改
定
等
も
あ
り
︑
指
導
員

さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ

名
ず
つ
に
な
っ
た
︒

12

そ
れ
に
伴
っ
て
こ
ど
も
課
で
は
細
か
な
設

置
要
綱
を
定
め
た
︒
要
綱
に
よ
る
と
︑
指
導

員
の
中
か
ら
主
任
を
選
出
し
て
︑
そ
れ
ぞ
れ

の
業
務
を
明
確
に
し
て
い
る
︒
給
与
︵
時
給
︶

に
つ
い
て
は
︑
主
任
指
導
員
は
日
々
雇
用
専

門
職
の
金
額
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
︒︵
他
の
指
導
員
は
日
々
雇
用
一
般
職
の

金
額
︶

当
委
員
会
は
︑
指
導
員
の
全
般
的
な
待
遇

改
善
を
再
度
要
望
し
た
︒

民
生
委
員
の
定
数
見
直
し
を

現
在
基
山
町
の
民
生
委
員
は

名
︵
う
ち

34

２
名
は
主
任
児
童
委
員
︶
で
活
動
さ
れ
て
い

る
︒︵
各
区
１
～
３
名
︶
高
齢
化
社
会
が
進
む

中
︑
こ
れ
か
ら
民
生
委
員
の
負
担
は
ま
す
ま

す
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ
る
︒

当
委
員
会
は
︑
今
後
活
動
が
十
分
行
わ
れ

る
よ
う
定
数
の
見
直
し
も
含
め
検
討
す
る
よ

う
要
望
し
た
︒

平
成

年
度
国
民
保
険
特
別
会
計

21

の
認
定

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
基
山
町

の
世
帯
は
２
︑
１
９
８
世
帯
︵
全
６
︑
２
１
９

世
帯
の
う
ち
︶︒
県
内
他
市
町
と
比
較
し
て
︑

基
山
町
は
国
保
税
額
が
高
く
収
納
率
も
低
下

の
傾
向
に
あ
る
中
︑
財
政
運
営
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
︒

当
委
員
会
は
︑﹁
国
保
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
︵
仮
︶﹂
を
設
置
し
て
︑
町
民
有
識
者

の
知
識
も
取
り
入
れ
︑
積
極
的
に
検
討
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
要
望
し
た
︒

子
ど
も
手
当
創
設
と
高
校
授
業
料
無
償
化
で

子
ど
も
手
当
創
設
と
高
校
授
業
料
無
償
化
で

住
民
税
の
扶
養
親
族
の
申
告
を
義
務
化

住
民
税
の
扶
養
親
族
の
申
告
を
義
務
化

総
務
常
任
委
員
会

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
設
置
要
綱
定
ま
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
設
置
要
綱
定
ま
る

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

▲コスモス教室ですごす子どもたち
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『３
Ｒ
﹄
推
進
全
国
大
会
が
佐
賀
県

で

月
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
関
連
し

11
て
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
︒
町
民
会
館

小
ホ
ー
ル
で
︑
セ
ミ
ナ
ー
︑
エ
コ
バ
ッ

グ
作
り
と
牛
乳
パ
ッ
ク
で
の
椅
子
作
り

を
行
い
環
境
へ
の
関
心
と
理
解
を
高
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
︒

※
﹃
３
Ｒ
﹄
と
は
︑

Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｓ
ｅ
︵
リ
デ
ュ
ー
ス
︶

ゴ
ミ
の
発
生
を
抑
制

Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
︵
リ
ユ
ー
ス
︶

再
使
用
・
再
利
用

Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ︵
リ
サ
イ
ク
ル
︶

ゴ
ミ
の
再
資
源
化

森
林
基
幹
道
﹁
九
千
部
横
断

線
﹂
の
災
害
復
旧
工
事

町
は
︑
現
在
開
通
工
事
を
行
っ
て
い

た
九
千
部
横
断
線
で
︑
昨
年
の
大
雨
に

よ
り
土
砂
崩
れ
が
起
き
︑
そ
の
復
旧
工

事
を
す
る
た
め
に
︑
２
５
９
・
７
３
㎡

を
購
入
し
た
︒
全
線
開
通
予
定
は

年
26

度
で
す
が
︑
県
か
ら
の
移
管
は
基
山
町

分
の
手
直
し
工
事
が
未
完
成
で
あ
る
の

で
未
定
で
す
︒

ど
う
な
る
？
﹁
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満
﹂

委
託
契
約

｢ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満
﹂
施
設
委
託
業
者
の
契
約

期
間
等
に
つ
い
て
質
し
た
と
こ
ろ
︑
今
年
度
末
で

３
年
間
の
委
託
期
間
が
切
れ
る
の
で
︑
来
年
度
以

降
の
包
括
契
約
に
つ
い
て
︑
関
係
市
町
で
構
成
す

る
部
課
長
会
及
び
幹
事
会
で
仕
様
内
容
︑
契
約
内

容
等
を
検
討
し
て
い
る
︒

道
路
維
持
・
排
水
改
良
工
事
等
に

１
︑
９
５
５
万
円

『

３
Ｒ
﹄
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を

月

日
に
開
催

10

24

『

３
Ｒ
﹄
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を

月

日
に
開
催

10

24

産
業
環
境
常
任
委
員
会

議長交際費の公表（平成22年度 ７月〜９月）議長交際費の公表（平成22年度 ７月〜９月）

38,940円７件今年度累計

被爆65周年原水爆禁止世界大会5,000円平成22年７月26日賛 助

支出の相手方及び行事名等支出金額支出年月日支出種別

5,000円１件計

司法修習生の給費制の存続を求める意見書㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀採択（全員賛成）

概 要

2004年に裁判所法が改正され、本年11月1日から司法修習生への給費制を廃止し、修習資金

の貸与制に切り替わることになる。「権利の守り手」たる法律家となるために修習専念義務を

負う司法修習生に対する給費制を存続すべきである。

乳幼児医療費助成制度の拡充を求める意見書㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀採択（全員賛成）

概 要

少子化対策、子育て支援策の一環として乳幼児医療費助成制度は大きな役割を果たしてい

る。佐賀県の制度は３歳児未満児までの助成である。現行制度を拡充し、少なくとも通院に

ついては就学前までの医療費助成を現物給付方式により実施するよう要請する。

意見書の結果

今定例会に受理された意見書は２件で、２件とも採択になった。

100万円高島団地東交差点改良工事

806万円脇田・千代１号線側溝整備工事

694万円宿・藤川線道路排水改良工事

122万円牛逢・小原線維持補修工事

232万円栗林線維持補修工事



7

防
接
種
に
つ
い
て
は
︑
Ｈ
ｉ

ｂ
ワ
ク
チ
ン
と
︑
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を

検
討
し
て
き
た
︒
こ
の
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
︑
対
象
者
や
助
成
金
額
の

実
施
内
容
等
を
十
分
試
算

し
︑
助
成
に
つ
い
て
は
平
成

年
度
よ
り
実
施
を
し
て
い

23き
た
い
︒

子
ど
も
手
当
︑
６
︑

︑
２

10

月
の
年
３
回
の
支
給
開
始

質
問

子
ど
も
手
当
の
概
要

は
︒

町
長

次
世
代
の
社
会
を
担

う
︑
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の

育
ち
を
社
会
全
体
で
応
援
す

る
制
度
で
︑
中
学
生
以
下
の

子
ど
も
一
人
に
つ
き
月
１
万

３
千
円
︵
２
０
１
０
年
度
︶

を
︑
保
護
者
に
支
給
す
る
も

の
︒
所
得
制
度
は
な
い
が
︑

希
望
す
る
人
は
自
治
体
に
寄

付
で
き
る
仕
組
と
な
っ
て
い

る
︒

質
問

少
子
高
齢
化
が
進
む

基
山
町
で
は
︑
福
祉
行
政
に

積
極
的
に
取
り
組
み
︑
子
育

て
支
援
や
住
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
︑
健
康
の
ま
ち
づ

く
り
の
支
援
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
︒
女
性
特
有

の
ガ
ン
と
し
て
︑
乳
ガ
ン
・

子
宮
ガ
ン
︵
子
宮
体
ガ
ン
︑

子
宮
頸
ガ
ン
︶
が
あ
る
︒
ま

た
子
育
て
支
援
と
し
︑
一
歳

未
満
の
幼
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
が
あ
る
︒
こ
の
二

つ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
︑
町
で
は
試
算
さ
れ
検
討

中
と
の
こ
と
で
あ
る
が
助
成

は
︑
い
つ
か
ら
実
施
す
る
の

か
︒

町
長

子
宮
頸
ガ
ン
ワ
ク
チ

ン
に
よ
る
予
防
接
種
と
︑
子

育
て
支
援
と
し
て
の
一
歳
未

満
の
幼
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン
予

質
問

当
町
で
︑
こ
の
制
度

の
給
付
対
象
者
数
及
び
支
給

金
額
は
︒︵
平
成

年
度
中

22

支
払
予
定
総
額
︶

町
長

平
成

年
度
中
の
支

22

給
対
象
と
な
る
子
ど
も
は
︑

延
べ
２
万
２
０
３
０
人
︒
支

給
す
る
子
ど
も
手
当
は
︑
２

億
８
６
３
９
万
円
を
予
定
し

て
い
る
︒

質
問

子
ど
も
手
当
の
最
終

申
請
は
い
つ
ま
で
か
︒

町
長

平
成

年
９
月
末
日

22

ま
で
に
申
請
さ
れ
た
も
の
に

限
り
︑
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
次
の
支
給
月
︵

月
︶
に

10

支
給
す
る
︒

戸
別
所
得
補
償
制
度

２
０
１
１
年
度
か
ら
本
格
実
施

質
問

２
０
１
１
年
度
か
ら

予
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
制
度

の
概
要
は
︒
(コ
メ
に
続
き
畑

作
に
も
補
償
対
象
と
な
る
作

付
品
目
及
び
補
償
金
額
等
は
︶

町
長

麦
･
大
豆
･
て
ん
菜
･

で
ん
粉
原
料
用
ば
れ
い
し
ょ
･

そ
ば
･な
た
ね
の
６
品
目
で
︑

補
償
金
額
等
は
畑
作

ａ
当

10

り
２
万
円
を
概
算
要
求
さ
れ

て
い
る
︒

そ
の
他
の
質
問

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
の
第
３
期
対
策
︵
平

成

年
度
～

年
度
︶
に

22

26

つ
い
て

・
町
が
実
施
し
て
い
る
健
康

診
断
の
検
診
で
助
成
さ
れ

て
い
る
事
業
に
つ
い
て

子
宮
頸
ガ
ン
ワ
ク
チ
ン
と
細
菌
性
髄
膜
炎
予
防
の

﹁
Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
﹂
の
接
種
費
用
の
助
成
を

林

博
文
議
員

88
10

のべ
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上
げ
の
時
期
は
い
つ
か
︒

教
育
長

ま
ず
庁
内
で
の
検

討
委
員
会
を
今
年
度
中
に
設

置
し
た
い
︒
そ
の
後
︑
識
者

を
含
む
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
た
い
︒

質
問

そ
の
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
は
前
回
と
同
じ
か
︒

教
育
長

新
た
な
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
立
ち
上
げ
と
な
る
︒

質
問

新
図
書
館
は
前
回
と

同
じ
コ
ン
セ
プ
ト
か
︒

教
育
長

原
則
は
変
わ
ら
な

い
が
︑
新
メ
ン
バ
ー
で
再
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
︒

質
問

公
立
図
書
館
の
延
べ

床
面
積
の
基
準
と
旧
内
山
建

設
︑
庁
舎
一
階
の
面
積
を
示

せ
︒

教
育
長

規
準
は
人
口
１
万

～
２
万
人
未
満
で
床
面
積
９

質
問

平
成

年
２
月
に
出

16

さ
れ
た
図
書
館
等
建
設
検
討

委
員
会
の
答
申
の
骨
子
を
説

明
を
︒

教
育
長

答
申
に
よ
る
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
は

①
生
涯
学
習
を
支
援
す
る

②
情
報
の
拠
点
と
す
る

③
町
民
の
交
流
の
場

施
設
の
形
態
や
建
設
場
所
︑

施
設
の
運
営
等
を
検
討
さ
れ
︑

部
外
者
も
引
き
付
け
る
魅
力

を
備
え
た
新
図
書
館
等
の
建

設
が
望
ま
れ
る
︒

質
問

そ
の
答
申
を
今
後
の

建
設
に
活
か
す
つ
も
り
か
︒

教
育
長

参
考
に
し
て
協
議

す
る
位
置
づ
け
で
行
い
た
い
︒

質
問

検
討
委
員
会
の
立
ち

な
い
か
︒
町
長
の
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
が
必
要
で
は
な
い
の

か
︒
特
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
︑
口
蹄
疫
対
策
等

の
危
機
管
理
対
策
に
は
︒

町
長

今
後
と
も
必
要
に
応

じ
︑
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る

施
策
も
実
行
し
て
い
く
︒

質
問

こ
れ
ま
で
に
庁
議
で

決
定
し
た
重
要
施
策
を
︑
中

止
し
た
施
策
は
な
い
の
か
︒

町
長

け
や
き
台
内
の
町
道

白
坂
・
久
保
田

号
線
の
建

2

設
を
先
送
り
し
た
︒
原
因
は

地
元
住
民
へ
の
説
明
が
不
十

分
で
あ
っ
た
た
め
と
反
省
し

て
い
る
︒

基
山
町
は
地
域
福
祉
計
画

を
作
ら
な
い
の
か

質
問

基
山
町
の
地
域
福
祉

に
関
す
る
事
項
を
一
体
的
に

定
め
︑
地
域
社
会
を
み
ん
な

で
支
え
る
し
く
み
づ
く
り
を

行
な
う
た
め
の
︑
基
山
町
地

域
福
祉
計
画
の
策
定
が
国
か

質
問

町
長
は
︑
重
要
政
策

の
決
定
に
あ
た
り
︑
副
町
長

が
空
席
の
中
︑
町
長
が
一
人

で
判
断
し
政
策
決
定
を
行

な
っ
て
い
る
の
か
︒

町
長

重
要
政
策
の
決
定
に

は
︑
行
政
経
営
会
議
︵
町
長

が
指
名
す
る
課
長
︶
の
助

言
・
審
議
を
経
て
︑
庁
議
︵
教

育
長
・
課
長
︶
に
図
り
決
定

し
て
い
る
︒

質
問

町
長
の
政
策
決
定
に

は
︑
課
長
の
み
で
は
な
く
︑

民
間
の
有
識
者
の
経
営
感
覚

を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
の

か
︒

町
長

現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
︒

質
問

こ
れ
ま
で
町
長
は
︑

各
課
か
ら
上
が
っ
た
施
策
し

か
実
行
し
て
い
な
い
の
で
は

町
長
の
町
政
運
営
の

基
本
方
針
は

鳥
飼

勝
美
議
員

ら
求
め
ら
れ
て
い
る
︒
現
在

ま
で
取
り
組
ん
で
い
な
い
の

は
な
ぜ
か
︒

町
長

高
齢
者
︑
障
害
者
︑

子
育
て
支
援
な
ど
︑
分
野
ご

と
に
福
祉
計
画
を
策
定
し
て

推
進
し
て
き
た
︒
こ
れ
ら
を

一
体
的
に
定
め
︑
総
合
的
・

横
断
的
に
推
進
す
る
た
め
の

地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
は
︑
人
材
・
策
定
体
制
・

予
算
等
の
関
係
で
現
在
ま
で

策
定
し
て
い
な
い
︒

質
問

基
山
町
の
総
合
計
画

で
は
︑
こ
の
計
画
に
取
り
組

む
と
さ
れ
て
い
る
︑
早
急
に

策
定
す
べ
き
で
は
︒

町
長

平
成

年
度
か
ら
の

23

策
定
を
予
定
し
て
い
る
︒

質
問

こ
の
計
画
を
平
成
23

年
度
か
ら
策
定
す
る
と
の
こ

と
だ
が
︑
こ
の
計
画
は
福
祉

の
担
当
課
だ
け
で
は
な
く
︑

全
庁
的
な
取
り
組
み
体
制
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
︒

ま
た
︑策
定
完
了
は
い
つ
か
︒

町
長

平
成

年
度
か
ら
策

23

定
作
業
に
入
り
︑
ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ
・
各
部
門
の
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
・
策
定
委
員
会
に
よ

る
調
査
︑
研
究
を
経
て
︑
平

成

年

月
に
策
定
予
定
で

25

4

あ
る
︒

民
間
業
者
の
管
理
と
な
っ

た
町
民
会
館
は
︑
利
用
し

や
す
く
な
っ
た
の
か

質
問

町
民
会
館
の
管
理
運

営
を
︑
指
定
管
理
者
︵︵
株
︶

創
建
サ
ー
ビ
ス
︶
が
行
っ
て

年
を
経
過
し
た
が
︑
利
用

1者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
は
図

ら
れ
た
の
か
︒

町
長

利
用
申
請
受
付
日
数

及
び
受
付
時
間
の
拡
大
等
に

よ
り
︑
利
用
し
や
す
く
な
っ

た
と
考
え
る
︒

質
問

こ
の
指
定
管
理
の
目

的
の
一
つ
は
︑
民
間
事
業
者

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
効
に
活
用

し
て
︑自
主
事
業
を
行
な
い
︑

文
化
事
業
の
推
進
を
図
る
こ

と
だ
︒
指
定
管
理
者
の
自
主

事
業
の
実
績
が
な
い
が
︒

町
長

昨
年
は
︑
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
よ
り
開
催

で
き
な
か
っ
た
が
︑
今
後
は

積
極
的
な
自
主
事
業
を
行

な
っ
て
い
く
︒

生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
の

図
書
館
の
早
期
建
設
を

大
山

勝
代
議
員
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０
０
㎡
︒
旧
内
山
建
設
は
９

２
８
㎡
︒
庁
舎
一
階
は
１
４

５
０
㎡
︒

質
問

内
山
建
設
跡
地
の
一

般
公
開
は
ど
う
な
っ
た
か
︒

町
長

申
し
出
が
あ
れ
ば
受

け
た
い
︒

質
問

新
図
書
館
の
早
期
建

設
を
望
む
が
︑
ど
う
か
︒

教
育
長

時
間
を
か
け
て
検

討
を
重
ね
た
い
︒
現
状
で
は

時
期
を
示
す
こ
と
は
で
き
な

い
︒

要
望

利
用
す
る
町
民
の
意

向
を
よ
り
反
映
す
る
た
め

に
︑
検
討
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
に
多
く
の
町
民
を
入
れ

て
ほ
し
い
と
強
く
要
望
し
た
︒

来
年
度
か
ら
の
少
人
数
学

級
の
実
施
に
向
け
て

質
問

中
央
教
育
審
議
会
が

出
し
た
文
部
科
学
省
へ
の

｢提
言
｣は
ど
う
い
う
も
の
か
︒

教
育
長

要
約
す
れ
ば
来
年

度
か
ら
平
成

年
ま
で
の
８

30

年
間
で
公
立
の
小
・
中
学
校

の
１
ク
ラ
ス
の
人
数
を

人
35

に
す
る
と
い
う
も
の
だ
︒

質
問

少
人
数
学
級
を
望
む

学
校
現
場
の
実
態
の
主
な
理

由
は
何
だ
と
思
う
か
︒

教
育
長

学
力
問
題
︑
い
じ

め
や
不
登
校
な
ど
の
生
活
指

導
面
の
対
応
︑
保
護
者
へ
の

対
応
な
ど
の
状
況
で
教
師
の

負
担
が
増
し
て
い
る
た
め
と

考
え
る
︒

※
基
山
小
・
若
基
小
の
来
年

度
の
１
︑
２
年
生
は
現
行
の

ま
ま
で
も

～

人
な
の

22

30

で
︑
改
定
が
あ
っ
て
も
ク
ラ

ス
数
は
変
わ
ら
な
い
︒

町
長

具
体
的
内
容
を
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

質
問

町
道
日
渡
・
長
野
線

の
延
伸
計
画
の
た
め
に
地
元

説
明
会
を
開
催
す
べ
き
で
は
︒

町
長

日
渡
・
長
野
線
延
伸

計
画
は
地
区
開
発
と
セ
ッ
ト

に
考
え
て
い
る
︒
必
要
が
あ

れ
ば
開
催
す
る
︒

要
望

ま
ず
︑
町
が
積
極
的

に
説
明
会
を
開
催
し
︑
地

元
・
地
権
者
の
協
力
を
受
け

な
が
ら
地
区
開
発
を
進
め
る

べ
き
だ
︒

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

質
問

高
島
団
地
内
水
道
工

事
終
了
時
ま
で
の
工
事
費
総

額
・
起
債
総
額
・
未
償
還
総

額
は
︒

町
長

工
事
費
総
額
は

億
53

８
４
０
万
円
・
起
債
総
額
28

億
１
７
４
０
万
円
・
未
償
還

第
３
次
国
土
利
用
計
画
に

つ
い
て

質
問

市
街
化
調
整
区
域
か

ら
市
街
化
区
域
へ
の
線
引
き

の
見
直
し
を
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
︒

町
長

単
な
る
拡
大
は
難
し

い
︒
確
実
な
面
整
備
が
生
じ

た
と
き
に
は
検
討
し
た
い
︒

質
問

具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
か
︒

町
長

具
体
的
な
地
区
開
発

や
区
画
整
備
が
あ
れ
ば
見
直

し
を
行
う
︒

質
問

長
野
地
区
で
地
権
者

が
開
発
を
要
請
す
れ
ば
出
来

る
の
か
︒

第
３
次
国
土
利
用
計
画

説
明
会
を
開
催
し
て
は

重
松

一
徳
議
員

総
額

億
３
６
０
万
円
に
な

26

る
︒

質
問

宝
満
川
上
流
浄
化
セ

ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
る
と
し

た
ら
基
山
町
の
分
担
金
は
︒

町
長

処
理
場
建
設
に

億
73

９
２
０
０
万
円
・
送
水
管
建

設
に

億
９
５
０
０
万
円
・

14

ポ
ン
プ
場
に

億
７
４
０
０

10

万
円
︑
合
計

億
６
１
０
０

99

万
円
に
な
る
︒
し
か
し
︑
下

水
道
事
業
見
直
し
を
行
っ
て

お
り
︑
金
額
は
変
更
も
予
想

さ
れ
る
︒

質
問

約

億
円
も
基
山
町

99

は
分
担
金
を
福
岡
県
に
出
す

が
︑
こ
の
事
業
に
基
山
町
の

業
者
は
参
加
で
き
る
か
︒

町
長

特
定
建
設
業
や
入
札

指
名
が
あ
れ
ば
出
来
る
が
︑

ほ
と
ん
ど
の
業
者
は
難
し

い
︒

質
問

鳥
栖
市
下
水
道
と
の

連
携
や
町
内
に
処
理
場
建
設

も
検
討
す
べ
き
で
は
︒

町
長

今
後
と
も
福
岡
県
の

宝
満
川
上
流
流
域
下
水
道
の

構
成
員
で
行
う
︒
町
内
建
設

や
鳥
栖
市
と
の
連
携
は
考
え

て
い
な
い
︒

要
望

こ
の
ま
ま
で
は
基
山

町
の
財
政
は
破
た
ん
す
る
︒

大
胆
な
見
直
し
も
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
︒
あ
ら
ゆ
る
選

択
肢
を
検
討
す
べ
き
だ
︒

菖
蒲
坂
公
園
建
設
に
つ
い

て質
問

駐
車
場
を
１
３
８
台

も
作
る
根
拠
は
何
か
︒

町
長

体
育
大
会
な
ど
で
路

上
駐
車
の
苦
情
が
き
て
い
る

の
も
考
慮
し
た
︒

質
問

そ
れ
は
モ
ラ
ル
の
問

題
だ
︒
町
民
の
要
望
を
聞
く

べ
き
で
は
な
い
の
か
︒

町
長

駐
車
場
を
全
面
芝
生

に
し
て
は
ど
う
か
︑
と
い
う

意
見
も
あ
る
︒
今
後
考
え
て

い
き
た
い
︒

▲７区で、国土利用計画についての出前講座

基山中学校

1年

2年

3年

4年

5年

6年

学年
40人 35人 30人 人数 40人 35人 30人 人数 40人 35人 30人

基山小学校 若基小学校

5 5 6

88 3 3 3 44 2 2 2 179 5 6 6

人数

2 2 2 175 5 5 6

85 3 3 3 46 2 2 2 174

3 4 4 66 2 2 3 特別支援学級は省略

来年度
現行と少人数の場合

101 3 3 4 43

95 3 3 4 64 2 2 3

108

102 3 3 4 66 2 2 3

クラスの人数とクラスの数
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町
長

住
民
と
町
民
と
い
う

用
語
が
混
在
す
る
と
紛
ら
わ

し
い
の
で
統
一
し
た
︒
ま
ち

づ
く
り
は
住
民
だ
け
で
考
え

る
も
の
で
は
な
い
︒

質
問

ま
ち
づ
く
り
は
自
治

そ
の
も
の
で
︑
わ
か
り
や
す

い
か
ら
と
言
っ
て
基
本
的
な

こ
と
を
変
更
す
る
の
は
お
か

し
い
︒
ま
ち
づ
く
り
の
主
権

は
住
民
に
あ
る
︒
又
﹁
町
職

員
の
責
務
﹂
を
議
会
の
意
見

で
挿
入
し
た
の
は
︒

町
長

町
民
︑
議
会
︑
町
長

の
責
務
と
並
ん
で
い
る
︒
職

員
の
責
務
を
入
れ
る
べ
き
だ
︒

質
問

職
員
は
上
司
の
指
揮

で
職
務
を
す
る
の
で
は
な
い

の
か
︒
又
﹁
住
民
投
票
﹂
と

い
う
の
を
﹁
町
民
投
票
﹂
に

修
正
さ
れ
た
︒
町
長
や
議
員

の
選
挙
︑
議
会
の
解
散
請
求

や
首
長
の
解
職
請
求
等
は

﹁
住
民
投
票
で
﹂
と
法
に
定

め
て
い
る
︒
こ
の
場
合
に
も

﹁
町
民
投
票
﹂
を
行
う
の
か
︒

質
問

特
別
委
員
会
の
中
間

報
告
を
受
け
修
正
案
を
議
会

に
再
提
出
さ
れ
た
︒
当
初
案

は
住
民
有
志
に
よ
る
作
業
部

会
で
作
成
さ
れ
︑
審
議
委
員

会
を
経
た
も
の
だ
︒
当
初
案

は
不
十
分
だ
っ
た
の
か
︒

町
長

修
正
を
行
う
こ
と
は

当
然
あ
り
う
る
︒
町
民
の
方

に
よ
り
分
か
り
や
す
い
条
例

と
す
る
た
め
に
議
会
案
で
修

正
し
た
︒

質
問

当
初
︑
｢住
民
･議
会
･

行
政
が
﹂
を
議
会
案
﹁
町
民
・

議
会
・
町
の
執
行
機
関
が
﹂

に
修
正
し
た
︒
町
民
の
定
義

は
︑
住
民
と
町
外
か
ら
の
通

勤
者
︑
通
学
者
等
と
し
て
い

る
︒
地
方
自
治
に
参
加
し
う

る
の
は
住
民
で
あ
る
︒
通
学

者
︑
通
勤
者
に
参
政
権
を
与

え
る
の
か
︒

基
山
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

に
つ
い
て

片
山

一
儀
議
員

町
外
の
人
々
に
投
票
権
を
与

え
る
の
は
︑
住
民
自
治
に
反

す
る
︒
基
本
条
例
に
町
民
投

票
と
定
め
て
い
て
住
民
投
票

が
行
え
る
の
か
︒

町
長

そ
れ
は
で
き
る
と
解

釈
し
て
い
る
︒
首
長
等
の
選

挙
は
上
位
法
で
住
民
投
票
と

定
め
て
あ
る
の
で
そ
れ
を
根

拠
に
行
え
ば
よ
い
︒

質
問

上
位
法
が
あ
る
か
ら

住
民
投
票
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
最
高
規
範
で

あ
る
基
本
条
例
の
意
味
が
な

く
な
る
︒
上
位
法
に
反
し
て

自
治
を
行
う
の
は
お
か
し
い

の
で
は
な
い
か
︒

町
長

憲
法
や
自
治
法
は
守

る
べ
き
だ
が
︑
条
例
で
町
民

投
票
を
住
民
投
票
に
す
れ
ば

お
か
し
な
話
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
︒

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

質
問

朝
庁
舎
を
回
っ
た
︒

そ
の
間
︑
二
人
の
住
民
の
方

が
住
民
課
に
来
ら
れ
た
︒

﹁
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
﹂

等
の
声
は
聞
か
れ
な
か
っ

た
︒
基
山
町
の
接
客
教
育
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
︒

町
長

職
員
主
体
だ
と
言
わ

れ
る
の
だ
ろ
う
が
︑
私
共
は

お
客
様
主
体
で
と
考
え
て
い

る
︒
窓
口
対
応
は
迷
惑
・
不

愉
快
な
思
い
を
さ
せ
な
い
よ

う
に
と
常
に
心
が
け
て
い
る

つ
も
り
だ
︒

質
問

﹁
役
場
を
訪
ね
た
ら

方
々
へ
回
さ
れ
た
﹂
と
い
う

声
を
聞
く
︒
県
庁
は
必
要
な

職
員
が
﹁
お
客
さ
ん
の
と
こ

ろ
へ
出
向
く
﹂
と
知
事
が
説

明
さ
れ
て
い
た
︒
基
山
町
に

は
総
合
窓
口
を
作
る
発
想
は

な
い
の
か
︒

町
長

頭
を
か
す
め
た
こ
と

は
あ
る
が
︑
実
現
に
は
至
っ

て
い
な
い
︒

質
問

町
長
は
お
客
様
主
体

と
回
答
さ
れ
た
︒
窓
口
業

務
︑
接
客
に
あ
た
る
職
員
の

服
装
︑庁
舎
の
温
度
設
定
は
︑

お
客
様
主
体
で
は
な
く
官
の

論
理
で
は
な
い
か
︒

町
長

町
は
窓
口
対
応
が
大

部
分
を
占
め
て
い
る
︒
実
行

を
し
な
が
ら
事
務
も
と
っ
て

い
る
︒
民
間
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
を
や
れ
と
言
わ
れ
る

が
︑
デ
パ
ー
ト
の
店
員
等
と

役
場
職
員
は
違
う
︒

質
問

年
と

年
の
改
定

18

20

で
加
入
者
の
負
担
は
い
く
ら

上
が
っ
た
か
︒
モ
デ
ル
で
提

示
せ
よ
︒

町
長

資
料
２
参
照
︒

質
問

２
度
の
改
定
で
一
人

平
均
で
も

％
も
上
が
っ
た

60

年
金
生
活
者
は
２
･
５
倍
自

営
業
者
も
４
人
家
族
で

万
40

超
え
る
︒
こ
の
数
字
町
長
ど

う
思
わ
れ
る
か
︒

町
長

こ
の
数
字
を
み
る
と

確
か
に
高
い
と
い
う
思
い
が

あ
る
︒

質
問

所
得
割
に
加
え
均
等

割
や
平
等
割
も
大
幅
に
上
げ

た
為
一
定
以
上
の
収
入
が
あ

る
方
は
︑
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
の

引
上
げ
で
あ
る
︒
所
得
割
の

多
い
方
は
逆
に
均
等
割
等
を

軽
減
す
べ
き
で
は
な
い
か
︒

町
長

主
旨
は
理
解
で
き
る

が
︑
制
度
と
な
る
と
︑
逆
の

問
題
も
あ
る
︒
い
ろ
ん
な
角

度
か
ら
検
討
す
べ
き
課
題
と

思
う
︒

質
問

年
︑

年
の
国
保

20

21

会
計
の
収
支
結
果
と
要
因
を

の
べ
よ
︒

町
長

実
質
単
年
度
収
支
で

年
が
６
４
０
５
万
円
︑

20

21

年
が
６
０
９
９
万
円
の
黒
字

で
あ
る
︒
主
な
要
因
は
国
よ

り
の
前
期
高
齢
者
交
付
金
等

が
５
１
３
６
万
円
超
過
交
付

さ
れ
た
た
め
︒

年
度
で
返

22

納
す
る
︒

質
問

年
の
税
改
定
後
の

20

２
年
で
１
億
２
５
０
０
万
円

も
の
正
味
の
黒
字
で
あ
る
︒

税
収
の

％
に
相
当
す
る
︒

14

町
長

超
過
交
付
金
を
差
し

引
く
と

年
は
１
９
０
０
万

20

円
の
黒
字
︑

年
は
赤
字
で

21

あ
り
︑大
き
な
黒
字
で
は
な
い
︒

質
問

平
成

年
か
ら
の
国

17

保
税
の
推
移
を
示
せ
︒

町
長

資
料
１
参
照
︒

重
す
ぎ
る
国
保
税
負
担
の

課
題
を
問
う

後
藤

信
八
議
員
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ン
以
下
の
世
帯
数
は
何
件
か
︒

町
長

基
山
町
で
７
４
５
世

帯
で
あ
る
︒

質
問

平
成

年
度
決
算
に

20

よ
れ
ば
︑
利
益
剰
余
金
が
25

億
３
千
万
円
と
な
っ
て
い
る

が
︑
こ
の
一
部
を
活
用
し
て

水
道
料
金
の
引
下
げ
と
︑
１

月
５
ト
ン
以
下
の
特
例
料
金

１
６
０
０
円
の
引
下
げ
を
検

討
す
べ
き
だ
︒

町
長

現
在
︑
佐
賀
東
部
水

道
企
業
団
で
は
︑
平
成

年
23

度
か
ら
の
財
政
計
画
を
策
定

し
て
い
る
の
で
︑
水
道
料
金

に
つ
い
て
は
検
討
す
る
︒

高
い
町
の
水
道
料
金

質
問

町
民
か
ら
︑﹁
基
山

町
の
水
道
料
金
が
高
い
︑
水

道
料
が
高
く
て
住
み
た
く
な

い
﹂
と
の
声
が
あ
る
︒
近
隣

自
治
体
で
は
基
山
町
の
水
道

料
金
が
一
番
高
い
︵
別
紙
参

照
︶︒
町
民
は
リ
ス
ト
ラ
な

ど
雇
用
の
悪
化
︑
医
療
︑
介

護
︑
年
金
な
ど
の
負
担
増
に

よ
り
︑
暮
ら
し
は
よ
り
深
刻

に
な
っ
て
お
り
︑
毎
日
使
う

水
道
料
金
の
負
担
感
も
強

い
︒
基
山
町
の
１
戸
当
た
り

の
２
ヶ

月
の
平
均
使
用
量
と

水
道
料
金
は
い
く
ら
か
︒

町
長

平
均
使
用
量
は

ト
36

ン
︑
料
金
は
８
４
２
５
円
︒

質
問

使
用
量
が
１
月
５
ト

水
道
料
金
の
引
き
下
げ
を

松
石

信
男
議
員

高
齢
者
の
実
態
把
握
を

質
問

基
山
町
の
高
齢
化
率

は

％
︒
３
人
に
１
人
が
高

20
齢
者
と
な
っ
て
い
る
地
区
も

あ
る
︒
一
人
暮
ら
し
や
高
齢

者
だ
け
の
世
帯
も
増
え
続
け

て
い
る
︒
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
き

て
行
け
る
町
政
が
求
め
ら
れ

て
い
る
︒
基
山
町
の
町
内
の

１
０
０
歳
以
上
の
戸
籍
上
の

高
齢
者
の
人
数
と
生
存
確
認

は
ど
う
か
︒

町
長

戸
籍
上
の
生
存
者
は

人
で
そ
の
内
６
人
が
住
所

27が
あ
る
が
︑
生
存
確
認
者
４

人
︑
２
人
は
町
外
で
生
存
の

確
認
は
取
れ
て
い
な
い
︒

質
問

高
齢
者
で
介
護
を
申

請
し
た
人
や
認
定
を
受
け
た

人
は
実
態
把
握
は
で
き
る

が
︑
問
題
は
そ
れ
以
外
の
高

齢
者
だ
︒
町
内
に
は

歳
以

65

上
の
一
人
暮
ら
し
が
５
８
３

人
︒
高
齢
者
夫
婦
世
帯
が
１

０
５
世
帯
あ
る
が
︑
低
所
得

世
帯
や
生
活
保
護
世
帯
の
高

齢
者
の
実
態
を
つ
か
む
必
要

が
あ
る
︒
職
員
を
配
置
し
て

す
べ
き
だ
︒

町
長

職
員
配
置
は
難
し
い

が
︑
町
内
会
︑
隣
保
班
で
お

互
い
に
見
守
る
よ
う
に
や
っ

て
行
く
︒

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

増
設
を

質
問

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
入
居
定
員
数
と
待
機
者

の
人
数
は
何
人
か
︒

町
長

７
施
設
の
定
員
は
４

９
５
名
︑
待
機
者
は
３
１
１

人
で
あ
る
︒

質
問

入
所
待
機
者
の
解
消

の
見
通
し
は
あ
る
の
か
︑
施

設
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
︒

町
長

平
成

年
度
か
ら
の

24

介
護
の
計
画
の
な
か
で
正
確

な
待
機
者
を
つ
か
み
︑
施
設

増
を
要
望
し
た
い
︒

質
問

高
す
ぎ
る
認
識
は
あ

る
か
︒
国
保
税
に
所
得
再
配

分
の
考
え
は
お
か
し
い
︒
高

額
の
負
担
軽
減
も
今
後
の
制

度
設
計
に
入
れ
る
べ
き
︒

町
長

高
す
ぎ
る
︑
負
担
重

い
と
の
認
識
を
強
く
も
っ

た
︒
制
度
的
に
ど
う
す
る
か

は
別
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
︒

質
問

基
山
が
近
隣
市
町
よ

り
高
い
の
は
何
故
か
︒

町
長

医
療
費
も
高
く
︑
ま

た
税
の
軽
減
世
帯
が
他
市
町

よ
り
す
く
な
い
の
も
要
因
で

あ
る
︒

質
問

年
金
者
増
な
ど
所
得

水
準
が
高
い
の
に
︑
税
率
ま

で
高
く
し
す
ぎ
た
の
で
は
な

い
か
︒

町
長

上
げ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
︒

他
市
町
の
場
合
一
般
会
計
か

ら
補
填
が
多
い
と
聞
く
公
平

性
の
問
題
な
ど
で
町
は
ふ
み

き
れ
て
い
な
い
︒

要
望

年
度
の
決
算
を
み

22

て
改
め
て
︑要
望
し
て
い
く
︒

消
防
施
設
補
助
を
見
直
せ

質
問

消
防
施
設
の
補
助
金

要
綱
が
大
変
古
く
︑
格
納
庫

建
設
で
の
︑
町
民
負
担
が
大

き
い
見
直
す
べ
き
︒

町
長

自
衛
消
防
団
と
し
て

の
考
え
で
︑
地
元
に
も
負
担

を
お
願
い
し
て
お
り
︑
見
直

し
は
考
え
て
い
な
い
︒

質
問

消
防
組
織
法
で
は
消

防
費
用
は
町
の
負
担
で
あ

る
︒
施
設
建
設
の
町
民
負
担

が
大
き
く
納
得
で
き
な
い
︒

町
長

基
準
も
古
く
︑
将
来

的
に
は
見
直
す
べ
き
と
考
え

る
︒
直
近
の
建
設
事
例
も
あ

り
今
す
ぐ
改
定
は
難
し
い
︒

要
望

法
に
照
ら
し
て
早
急

な
改
定
を
要
望
す
る
︒

95,372 95,771 111,549 109,574

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

68,250

Ｈ17

146,900 159,800

162,900 318,300 408,900

63,900 171,400 249,100

年金収入200万

65歳以上夫婦

年金収入300万

65歳以上夫婦

自営業所得200万

40歳以上夫婦子２人

Ｈ17年試算額

Ｈ20年試算額

負担増額 99,000

資料２ モデル例による負担額の上がり方 （単位 円）

資料１ 加入者一人当たり国保税額の推移 (単位 円）

23名

54名

57名

10名

28名

80名

待機者数

寿楽園

真心の園

ひまわり園

なかばる紀水苑

花のみね

花のみね弐番館

野菊の里

施 設 名

59名

2,142円

2,520円

3,150円

3,180円

3,780円

3,990円

小郡市

筑紫野市

鳥栖市

久留米市

福岡市

基山町

(２ヶ月20トンの場合)

６
市
町
の
水
道
料
金
表
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町
長

町
民
の
メ
リ
ッ
ト
は

町
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

を
基
本
理
念
と
し
︑
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
す
る
権
利
が
謳

わ
れ
て
い
る
︒
ま
た
効
率
的

で
︑
公
正
か
つ
透
明
性
の
高

い
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ

る
︒
今
ま
で
は
口
頭
で
回
答

し
て
い
た
が
︑
今
後
は
︑
文

章
で
回
答
す
る
︒
行
政
側

は
︑
お
互
い
の
立
場
を
尊
重

し
︑
説
明
責
任
を
果
た
し
︑

協
力
し
合
い
な
が
ら
活
動
す

る
た
め
︑
町
民
と
の
信
頼
関

係
が
期
待
で
き
る
︒
デ
メ

リ
ッ
ト
は
︑
今
ま
で
よ
り
手

間
が
か
か
る
と
思
う
︒

質
問

条
例
施
行
後
︑
担
当

課
に
お
い
て
ど
ん
な
事
が
予

測
さ
れ
る
か
︒

町
長

要
望
︑
提
案
の
直
接

的
な
窓
口
と
な
る
か
ら
︑
仕

事
の
量
が
増
え
る
と
思
う
︒

質
問

条
例
に
対
す
る
町
民

質
問

条
例
制
定
の
目
的
は

何
か
町
民
に
分
か
り
や
す
い

言
葉
で
説
明
を
︒

町
長

地
域
主
権
が
進
む

今
︑
協
働
の
理
念
︵
町
民
・

議
会
及
び
町
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
と
特
性
を
理
解
・
尊
重

し
な
が
ら
役
割
と
責
務
を
認

識
し
︑
互
い
に
考
え
協
力
す

る
︶
を
持
っ
て
︑
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
基
本
的
︑
最
小
限

必
要
な
ル
ー
ル
︵
参
加
︑
情

報
の
共
有
︑
説
明
責
任
そ
し

て
提
案
︑
意
見
要
望
︑
さ
ら

に
は
評
価
︑
改
善
等
︶
を
つ

く
る
こ
と
だ
と
思
う
︒

質
問

条
例
が
施
行
︵
平
成

年
４
月
１
日
︶
さ
れ
た
場

23合
に
︑
町
民
︑
行
政
︑
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な

に
か
︒

基
山
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

に
つ
い
て

原

三
夫
議
員

質
問

佐
賀
県
の
対
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
︒

教
育
長

佐
賀
県
は
全
国
平

均
を
下
回
っ
た
事
で
︑
全
市

長
に
結
果
の
分
析
と
対
策
を

呼
び
か
け
﹁
県
学
力
向
上
対

策
委
員
会
﹂を
発
足
さ
せ
た
︒

質
問

本
町
も
下
回
っ
て
い

る
が
対
策
は
ど
う
す
る
の

か
︒

教
育
長

学
力
向
上
対
策
を

教
育
長
︑
指
導
主
事
︑
校
長
︑

担
当
教
諭
︑
教
育
学
習
課
長

の
メ
ン
バ
ー
で
協
議
す
る
︒

中
学
校
の
対
策
は
急
を
要
す

る
︒

心
の
健
康
問
題
に
よ
る

長
期
休
職
者
対
策
は

質
問

職
場
や
仕
事
で
の
ス

ト
レ
ス
に
よ
る
心
の
健
康
問

題
が
︑
大
き
な
社
会
的
問
題

と
な
っ
て
い
る
︒
本
町
職
員

の
長
期
休
職
者
は
何
名
い
る

の
か
︒

町
長

現
在
３
名
が
長
期
休

職
中
で
あ
る
︒

質
問

早
期
に
復
帰
で
き
る

よ
う
な
対
策
は
と
っ
て
い
る

の
か
︒

町
長

担
当
課
で
治
療
に
専

念
し
て
い
る
か
等
の
把
握
は

行
っ
て
い
る
︒
主
治
医
と
の

連
絡
︑
面
談
に
よ
る
情
報
交

換
や
︑
町
産
業
医
に
相
談
等

を
行
い
対
応
し
て
い
る
︒

質
問

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

全
の
予
防
と
職
場
復
帰
プ
ロ

グ
ラ
ム
等
の
導
入
を
早
急
に

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
︒

町
長

職
員
に
健
康
相
談
を

定
期
的
に
実
施
し
︑
産
業
医

と
相
談
で
き
る
よ
う
に
す

る
︒

検
証
し
︑
劣
る
区
分
の
学
力

向
上
に
努
め
た
い
︒

質
問

近
隣
の
鳥
栖
市
︑
筑

紫
野
市
︑
小
郡
市
と
比
較
は

で
き
る
の
か
︒

教
育
長

デ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
は
不
開
示
情
報
と
な
っ
て

お
り
︑
近
隣
市
町
と
の
比
較

は
デ
ー
タ
ー
が
入
手
で
き
な

い
の
で
比
較
で
き
な
い
︒

全
国
学
力
テ
ス
ト
で

地
域
格
差
鮮
明
に

質
問

佐
賀
県
︑
基
山
町
で

の
全
国
学
力
調
査
テ
ス
ト
の

結
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
︒

教
育
長

今
年
度
の
結
果

は
︑
佐
賀
県
も
基
山
町
も
低

調
で
し
た
︒
全
国
と
基
山
町

と
の
比
較
で
は
小
学
校
の
４

区
分
中
２
区
分
が
全
国
よ
り

劣
り
︑
中
学
校
で
は
４
区
分

す
べ
て
が
劣
っ
て
い
る
︒

質
問

教
育
委
員
会
︑
学
校

は
ど
う
認
識
し
て
い
る
の

か
︒

教
育
長

こ
の
結
果
に
つ
い

て
は
︑
学
校
も
教
育
委
員
会

も
厳
し
く
受
け
止
め
て
い

る
︒
結
果
を
早
急
に
分
析
・

早
急
な
学
力
向
上
対
策
を

品
川

義
則
議
員

杵西東松三神佐城

対県比（地区平均／県平均)実施
年度

1.010.981.011.00Ｈ19

1.021.000.961.001.01Ｈ20

藤津

1.030.951.011.00Ｈ21

1.031.030.951.001.00Ｈ22

国語Ｂ

0.98

1.010.941.031.00Ｈ19

1.001.030.930.991.03Ｈ20

1.03

1.050.931.010.99Ｈ21

1.071.020.950.991.01Ｈ22

数学Ａ

0.99

1.050.931.020.98Ｈ19

1.021.040.930.981.01Ｈ20

1.03

1.050.911.010.99Ｈ21

1.081.030.920.991.01Ｈ22

数学Ｂ

1.02

1.040.911.021.00Ｈ19

1.031.040.910.991.02Ｈ20

1.04

1.020.961.001.01Ｈ22

国語Ａ

中

学

３

年

1.021.020.971.010.99Ｈ21

0.97

1.02

▼教育事務所別正答率比較（平成19〜22年度）
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及
び
︑
職
員
の
理
解
度
を
ど

う
判
断
し
て
い
る
か
︒

町
長

町
民
も
職
員
も
理
解

頂
い
て
い
な
い
と
の
が
現
状

だ
︒
今
後
も
研
修
等
を
し
て

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
︒

質
問

昨
年
度
︑
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
説
明
会
を
各
区

で
さ
れ
た
が
︑
全
体
で
の
参

加
者
は
何
人
か
︒

町
長

４
９
６
人
で
あ
る
︒

質
問

こ
の
条
例
の
施
行
日

が
議
決
さ
れ
れ
ば
平
成

年
23

４
月
１
日
か
ら
と
な
る
が
︑

受
け
入
れ
態
勢
は
整
う
の
か
︒

町
長

整
え
て
対
応
す
る
︒

質
問

今
の
現
状
か
ら
思
う

対
応
に
無
理
だ
と
思
う
︒
実

験
猶
予
期
間
を
１
年
ぐ
ら
い

設
け
て
は
ど
う
な
の
か
︒

町
長

議
決
い
た
だ
け
れ
ば

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
始

23

め
た
い
︒

防
災
無
線
に
つ
い
て

質
問

無
線
放
送
が
聞
こ
え

な
い
所
が
あ
る
︒
ま
た
特
に

高
齢
者
等
の
家
庭
は
聞
き
と

れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
︒

こ
の
様
な
家
庭
に
は
無
線
放

送
を
宅
内
で
直
接
受
信
で
き

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
検
討

す
べ
き
だ
と
思
う
が
︑
そ
の

考
え
は
︒

町
長

昔
の
有
線
放
送
形
式

で
し
て
い
る
所
も
あ
る
︒
今

後
の
課
題
で
あ
り
研
究
し
て

い
く
︒

名
と
せ
ず
︑
実
名
を
示
し
︑

原
文
を
そ
の
ま
ま
掲
載
す
べ

き
で
は
な
い
か
︒

町
長

広
く
皆
様
か
ら
の
情

報
︑
提
案
等
を
頂
く
た
め
︑

実
名
に
つ
い
て
は
公
表
し
て

い
な
い
︒
内
容
に
つ
い
て

は
︑
原
則
原
文
掲
載
に
し
て

い
る
が
︑
不
適
切
な
内
容
に

つ
い
て
は
削
除
す
る
場
合
が

あ
る
︒

質
問

平
成

年
６
月
の
全

16

面
改
訂
以
来
︑﹁
施
設
案
内
﹂

の
﹁
施
設
の
予
約
・
取
消
﹂

﹁
予
約
し
た
内
容
の
確
認
﹂

は
未
だ
に
﹁
只
今
調
整
中
に

つ
き
︑ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
﹂

と
変
わ
っ
て
い
な
い
︒
こ
れ

は
何
時
解
消
さ
れ
る
の
か
︒

削
除
す
べ
き
で
は
な
い
か
︒

町
長

現

在
︑

Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
向
け
て

作
業
を
行
っ
て

い
る
︒
そ
の
中

で
整
理
し
た

い
︒

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て

質
問

基
山
町
の
国
民
健
康

保
険
制
度
か
ら
︑
佐
賀
県
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移

行
し
た
高
齢
者
の
保
険
料
額

は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
︑
保

険
料
が
ア
ッ
プ
し
た
高
齢
者

は
あ
る
の
か
︒

町
長

国
民
健
康
保
険
税

は
︑
所
得
割

％
︑
均
等
割

10

２
万
６
３
０
０
円
︑
平
等
割

３
万
４
２
０
０
円
︑
後
期
高

齢
者
保
険
料
は
︑
所
得
割

８
・
８
％
︑
均
等
割
４
万
７

４
０
０
円
で
︑
高
齢
者
は
所

得
割
が
低
い
た
め
︑
所
得
が

同
額
で
あ
れ
ば
︑
減
額
と

な
っ
て
お
り
︑
ア
ッ
プ
し
た

方
は
い
な
い
︒

基
山
町
Ｈ
Ｐ
に
つ
い
て

質
問

基
山
町
在
住
者
の
利

用
実
態
は
把
握
さ
れ
て
い
る

の
か
︒

町
長

町
内
の
方
の
利
用
実

績
は
︑
現
在
の
と
こ
ろ
把
握

し
て
い
な
い
︒

質
問

Ｗ
ｅ
ｂ
町
長
室
へ
の

投
稿
︑
公
開
の
ル
ー
ル
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
︒

町
長

メ
ー
ル
は
︑
政
策
提

案
や
夢
の
あ
る
提
案
︑
ア
イ

デ
ィ
ア
を
お
願
い
し
て
い

る
︒
そ
の
場
合
は
必
ず
住

所
︑
名
前
︑
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
記
載
し
て
頂
く
事
に

な
っ
て
い
る
︒
確
認
後

日
14

以
内
に
回
答
し
︑
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
公
開
す
る
︒
公
開

は
原
則
３
ケ
月
︒

質
問

Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
は
匿

総
合
計
画
実
施
計
画
に
つ

い
て

質
問

平
成

年
度
よ
り
踏

18

襲
さ
れ
て
き
た
平
成

年
度

22

版
実
施
計
画
総
括
表
様
式
の

大
幅
な
改
定
理
由
は
︒

町
長

総
合
計
画
の
基
本
構

想
の
第
１
節
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
方
策
の
一
つ
と
し
て
︑

政
策
判
断
の
合
理
性
を
高
め

る
事
を
揚
げ
て
い
る
︒
こ
れ

に
基
づ
い
て
︑
事
務
事
業
の

評
価
制
度
を
行
う
た
め
︑
基

本
計
画
の
章
・
節
・
施
策
の

方
向
の
分
類
ご
と
に
予
算
総

額
を
振
り
分
け
た
形
で
今
回

の
実
施
計
画
を
作
成
し
た
︒

実
施
計
画
様
式
の

大
幅
な
改
定
理
由
は

池
田

実
議
員

▲防災無線施設
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委 員 長 品川 義則

副委員長 重松 一徳

委 員 大山 勝代

委 員 後藤 信八

委 員 片山 一儀
広報編集委員会

発行／基山町議会 編集／議会広報編集委員会 〒841-0204佐賀県三養基郡基山町大字宮浦666番地 ☎（0942）92-6543

印刷／大同印刷株式会社 〒849-0902佐賀県佐賀市久保泉町大字上和泉1848-20 ☎（0952）71-8520㈹

｢基
山
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
﹂
は
６
月
定
例
議
会

に
お
い
て
︑
一
部
訂
正
請
求
書
が
提
出
さ
れ
︑
特
別
委

員
会
に
付
さ
れ
た
が
︑
８
月

日
の
特
別
委
員
会
に
お

19

い
て
︑
審
査
の
結
果
︑
訂
正
原
案
を
賛
成
多
数
で
可
決

し
た
︒

今
９
月
定
例
議
会
の
本
会
議
に
て
委
員
長
報
告
が
行

わ
れ
︑
訂
正
原
案
通
り
審
議
可
決
し
た
︒

第
４
次
基
山
町
総
合
計
画
に
謳
わ
れ
た
﹁
み
ん
な
が

進
め
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
﹂
の
理
念
の
も
と
で
︑
約

３
年
間
に
わ
た
っ
て
︑
検
討
︑
協
議
さ
れ
て
き
た
﹁
基
山

町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
﹂
は
い
よ
い
よ
平
成

年
４

23

月
に
施
行
の
運
び
と
な
る
︒

議
会
可
決
ま
で
の
主
な
経
過

平
成

年

月
⁝
条
例
策
定
に
係
わ
る
学
習
会
開
始

19

12

平
成

年
１
月
⁝
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
開
催

20

︵
以
降
４
回
開
催
︶

平
成

年
５
月
⁝
基
本
条
例
策
定
作
業
部
会
始
ま
る

20

︵
以
降
学
習
会
含
め

回
開
催
︶

15

平
成

年

月
⁝
基
本
条
例
策
定
委
員
会
始
ま
る

20

10

︵
以
降
５
回
開
催
し
平
成

年
３
月
に
報
告
書
提
出
︶

21

平
成

年
９
月
⁝
定
例
議
会
に
条
例
(案
)を
上
程

21

︵
以
降
議
会
は
特
別
委
員
会
を

回
開
催
し
審
査
︶

16

平
成

年
３
月
⁝
議
会
特
別
委
員
会
の
中
間
報
告

22

平
成

年
６
月
⁝
定
例
議
会
で
訂
正
請
求
書
提
出

22

｢

第
３
次
基
山
町

国
土
利
用
計
画
﹂
を
可
決

基
山
町
の
今
後

年
間
の
町
土
の
利
用
に
関
す
る
基

10

本
的
事
項
を
定
め
る
︑﹁
第
３
次
基
山
町
国
土
利
用
計

画
﹂
に
つ
い
て
は
︑
６
月
定
例
議
会
で
︑
議
員
全
員
参
加

の
連
合
審
査
に
付
さ
れ
︑
７
月

日
︑

日
︑
８
月
３
日

15

23

の
３
回
に
亘
っ
て
︑
活
発
な
審
査
が
行
わ
れ
同
３
日
に

賛
成
多
数
で
委
員
会
と
し
て
の
採
択
を
行
っ
た
︒

こ
の
９
月
定
例
議
会
で
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
︑
審

議
し
︑
可
決
し
た
︒

＊ 国土利用計画とは？

国土利用計画法第８条の規定に基づき基山町の区域について定める町土

の利用に関する基本的事項についての計画であり国の全国計画と佐賀県の

国土利用計画を基本とするとともに、「第４次基山町総合計画」に即して定

めるもの

38.00841841森 林

12.9-38285323農用地

構成比(％)増減面積平成29年平成20年

その他

16.127356329宅 地

7.12156154道 路

2.806363河川等

100.002,2122,212合 計

23.19511502

＊利用目的区分ごとの規模の目標 （面積単位 ha）

平成22年 12月
｢定例議会の予定｣

開会日は３日(金)、

一般質問は６日(月)･７日(火)、議案審議は８日(水)からの予定です。

｢基山町まちづくり基本条例」可決｢基山町まちづくり基本条例」可決

な
お
特
別
委
員
会
の
最
終
委
員
長
報
告
に
は
︑
次

の
意
見
︑
要
望
を
付
し
て
い
る
︒

①
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参
加
︑
不
参
加
を
理
由
に

差
別
的
な
扱
い
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
基

本
的
原
理
に
従
い
︑
今
後
の
検
討
を
要
望
す
る
︒

②
４
月
の
施
行
ま
で
に
︑
職
員
や
地
区
に
対
し
︑
徹

底
し
た
研
修
︑
説
明
を
行
い
︑
行
政
事
務
の
停
滞

を
招
か
な
い
態
勢
を
つ
く
る
よ
う
要
望
す
る
︒
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